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39 安 全 で 快 適 な エ レ ベ ー タ ー の
未 来 を デ ザ イ ン す る



『FUTURE DESIGN』vol.39に対するご感想をお寄せください。
抽選で10名様に、特集で紹介した「いちかわ手づくり市」で販売
されていたバッグをお送りします。このバッグは、神奈川県南
足柄市に工房があり、オーガニック素材や中古素材などを用いて、
バッグ、生活雑貨などを手づくりしている gunung（グノン）が
製作したもので、自転
車の中古チューブな
どをリユースしてつく
られました。一点一点
が世界に一つしかない
逸品です。
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「住みたいまち、住みやすいまち」とはどんなまちでしょ
うか？　刺激がほしい方、歴史的な遺産に囲まれて暮ら
したい方、のんびりした暮らしが好きな方……それこそ
人により、「住みたい、住みやすい」の視点が変わってき
ます。今回は、東京に隣接する千葉県を旅するなかで、
異なった魅力を持つまちを3つ見つけました。千葉県に
は、魅力を秘めたまちがたくさんあるのです。

vol.39  2014

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。
以下のWebページ内にあるフォームからご意見をお寄せいただ
くことも可能です。
https://www.toshiba-elevator.co.jp/SSL/camp/campaign.
jsp?pk=1404711270952

●締め切り
2014年11月30日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

【 表 紙 解 説 】

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

 特集●魅力的な都市の未来形

 こんなまちに住みたかった！

 千葉県で見つけた
 住みたいまち、
 住みやすいまち

ユーザー訪問●安心・安全への備え、いかがですか？
 vol.7

 ライオンズ市川妙典
 連載●私の忘れられない本・映画

 三浦 雄一郎さん
 （プロスキーヤー、クラーク記念国際高等学校校長）

 連載●藻谷浩介のがんばる地方都市
 第3回
 栃木県芳賀郡益子町

安 全 で 快 適 な エ レ ベ ー タ ー の
未 来 を デ ザ イ ン す る
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『FUTURE DESIGN』vol.39に対するご感想をお寄せください。
抽選で10名様に、特集で紹介した「いちかわ手づくり市」で販売
されていたバッグをお送りします。このバッグは、神奈川県南
足柄市に工房があり、オーガニック素材や中古素材などを用いて、
バッグ、生活雑貨などを手づくりしている gunung（グノン）が
製作したもので、自転
車の中古チューブな
どをリユースしてつく
られました。一点一点
が世界に一つしかない
逸品です。
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９
９
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岸
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縮
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。
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。
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。
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「住みたいまち、住みやすいまち」とはどんなまちでしょ
うか？　刺激がほしい方、歴史的な遺産に囲まれて暮ら
したい方、のんびりした暮らしが好きな方……それこそ
人により、「住みたい、住みやすい」の視点が変わってき
ます。今回は、東京に隣接する千葉県を旅するなかで、
異なった魅力を持つまちを3つ見つけました。千葉県に
は、魅力を秘めたまちがたくさんあるのです。
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●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。
以下のWebページ内にあるフォームからご意見をお寄せいただ
くことも可能です。
https://www.toshiba-elevator.co.jp/SSL/camp/campaign.
jsp?pk=1404711270952

●締め切り
2014年11月30日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

【 表 紙 解 説 】

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

03-09 特集●魅力的な都市の未来形

 こんなまちに住みたかった！

 千葉県で見つけた
 住みたいまち、
 住みやすいまち
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 三浦 雄一郎さん
 （プロスキーヤー、クラーク記念国際高等学校校長）

  16 連載●藻谷浩介のがんばる地方都市
 第3回
 栃木県芳賀郡益子町
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千
葉
県
は
、海
抜
５
０
０
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以
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唯
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で
、

県
土
の
大
半
は
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野
と
丘
陵
か
ら
成
り
立
ち
、

温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
里
山
・
里
海
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。



❶JR市川駅南口
JR市川駅南口改札を通り抜けて外に出ると、東芝製のエレベーター
とエスカレーターが設置されている。

❺広尾防災公園
公園内にある休憩用のスツール。災害時は、
座部板を外すと炊き出し用のかまどに変身！

❹市川市中央図書館
誰でも自由に利用できる、充実したネット環境。
社会人から学生まで、平日でも多くの人が集う。

まちの本屋さんを意識したコーナー
づくりも魅力のひとつ。

❸D
デ ィ ー ポ

EPOT
自転車と雑貨のライフショップ。
写真中央はオーナーの湊誠也さん。

ショップ2階を陶芸ワーク
ショップなどのスペースと
して開放。市民の交流ス
ポットになっている。
写真提供：DEPOT

国内外のハンド
メイド雑貨も扱
っています。

❷いち案内
市川市が公開しているGIS（地理情
報システム）。保育園・幼稚園、文化
施設、福祉施設、保健センターなど、
スマートフォンでらくらく検索！

多様な人の交流のなかから
新しい何かが生まれてくる

交 流 好 き な あ な た は 市川市

東京に隣接し、そのベッドタウンとして発展してきた
市川市は、約47万人が住むまちで、
今なお人口は増加傾向にある。
人と人の交流を育むスポットも増えつつあり、
それがまちの躍動感を生み出している。

丸山 潤氏
まるやま・じゅん
イラストレーター

河野 直氏
こうの・なお
合同会社 つみき設計施工社
代表社員
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ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
、

外
国
人
と
の
交
流
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

新
し
い
交
流
の
場
は

市
民
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
に

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ

「
い
ち
か
わ
手
づ
く
り
市
」
で
は
、

新
し
い
知
と
技
法
を
研
修
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す

1
2

6

8

3
4



45 　2014　Vol.39

❶JR市川駅南口
JR市川駅南口改札を通り抜けて外に出ると、東芝製のエレベーター
とエスカレーターが設置されている。

❽コラボ・ファクトリー
店舗前で子育てママさんが手づ
くり雑貨を販売するマーケット
やワークショップを開催。市民
同士の交流を応援し、支えている。
写真はオーナーの田島明子さん。

❺広尾防災公園
公園内にある休憩用のスツール。災害時は、
座部板を外すと炊き出し用のかまどに変身！

❻もののわ。
アジアン食堂＆雑貨屋。同じ好みの市川市民が集う。
左から2人めがオーナーの西岡佳名子さん。

見ているだけでも楽しくなる、
オシャレな小物がいっぱい！

一番人気のベトナムサンドイッチ
「バインミー」。

❾加藤邸
明治3（1870）年頃の建造といわれ、登録有形文化財建造物に指定
されている。湾曲した唐破風（からはふ）が特徴的な建築。

10後藤神輿店
行徳地区にある3軒の神輿店のうち
の1軒。東京のお神輿のほとんど
がこのまちでつくられていた。

後藤神輿店の湾曲したひさし
は、神輿を想像させる！

❼ぎゃらりー三平／いちかわ手づくり市
市川市の旧住民と新住民の交流の場。
オーナーの横川貞夫さんが、市民のために蔵を改築した。

❹市川市中央図書館
誰でも自由に利用できる、充実したネット環境。
社会人から学生まで、平日でも多くの人が集う。

まちの本屋さんを意識したコーナー
づくりも魅力のひとつ。

取材日にぎゃらりー三平で開催されていた「いち
かわ手づくり市」。自転車のタイヤを使ったバッグ
やベルト、財布などの小物類が販売されていた。
オシャレで丈夫、海外でも人気とか！

いちかわ手づくり市
実行委員会代表の宮
川はるみさん。同実
行委員会は、市川市
内各地で手づくり市
を開催している。

❸D
デ ィ ー ポ

EPOT
自転車と雑貨のライフショップ。
写真中央はオーナーの湊誠也さん。

ショップ2階を陶芸ワーク
ショップなどのスペースと
して開放。市民の交流ス
ポットになっている。
写真提供：DEPOT

国内外のハンド
メイド雑貨も扱
っています。

出品されている作品
はどれもプロ級のも
のばかり。手づくり
市は外国人と住民の
交流の場にもなって
います。

❷いち案内
市川市が公開しているGIS（地理情
報システム）。保育園・幼稚園、文化
施設、福祉施設、保健センターなど、
スマートフォンでらくらく検索！

多様な人の交流のなかから
新しい何かが生まれてくる

交 流 好 き な あ な た は 市川市

東京に隣接し、そのベッドタウンとして発展してきた
市川市は、約47万人が住むまちで、
今なお人口は増加傾向にある。
人と人の交流を育むスポットも増えつつあり、
それがまちの躍動感を生み出している。

丸山 潤氏
まるやま・じゅん
イラストレーター

河野 直氏
こうの・なお
合同会社 つみき設計施工社
代表社員
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こ
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所
に
も
な
っ
た
。

自
宅
が
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
レ
イ
ス
、

仕
事
場
が
セ
カ
ン
ド
プ
レ
イ
ス
だ

と
す
る
と
、
心
の
よ
り
所
と
な
る
、

も
う
ひ
と
つ
の
居
場
所
が
サ
ー
ド

プ
レ
イ
ス
で
、
市
民
は
そ
れ
を
持

つ
こ
と
で
、
豊
か
な
生
活
を
楽
し

ん
で
い
る
。

　

市
川
の
案
内
人
で
あ
る
建
築
家

の
河
野
直
氏
は
、「
市
川
市
が
今

後
さ
ら
に
住
み
た
い
ま
ち
、
住
み

や
す
い
ま
ち
に
な
る
に
は
、
こ
う

し
た
交
流
の
場
が
も
っ
と
増
え
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
さ
ら
に
広

が
り
、
点
と
点
が
つ
な
が
っ
て
線

に
な
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
語
る
。

　市川市では、1997年に市役所のホームページを開設して
以来、簡単・便利・スピーディをモットーに、市民の意見やニ
ーズを把握する「市民ニーズシステム」、借りたい本をパソコン
で予約できる「図書館予約システム」などを導入し、市民に利
用されています。
　なかでも、住民基本台帳カード（住基カード）を利用して住民
票や印鑑証明を取得できるシステムは好評です。2004年、
証明書自動交付機を市内に設置するところから始め、2010
年にはコンビニの端末でも取得できるようにしました。今では、
税証明や戸籍謄本も発行可能です。
　住基カードは、現在市内で約12万枚発行し、その数は全国
で4番目だと思います。まもなく住基カードからマイナンバ
ーカードに移行しますので、今後は、税や社会保障、災害に役
立つサービスも提供したいと考えています。
　災害に対する市民の意識が高いので、住みたいまち、住み
やすいまちを実現するには、安心、安全も重要なキーワードの
ひとつです。市川市では、防災公園を2つ整備しただけでなく、
オフライン環境下でも自分の居場所がわかり、周辺の避難所や
救護所を調べられる、スマートフォン用の防災マップアプリ
を現在開発中です。

市民の利便性向上に
ITを徹底活用

I c h i k awa｜Voi ce

山本 純一氏
やまもと・じゅんいち
市川市 企画部
情報政策課 課長

1
2

6

8

3
4



❶JR佐原駅
2011年、佐原駅は小野川沿いに軒を連ねる古い町屋をイメージした
駅に変身。

佐原駅前商店街の再生を目指すま
ちおこし会社「ゼットやっぺい社」
代表取締役の伊能久敬さん。

❷まちの駅 わいわい食彩館
佐原駅前商店街の空きパチンコ店を「まちの
駅 わいわい食彩館」として再利用。地元住民
に愛される食事処に生まれ変わった。

❸亀村本店
砂糖の販売で知られている亀村本店
（屋号は大和屋）の11代目、通称「亀じい」
は、水郷あやめの品種改良の名人。

実際に活動してみな
ければ、まちの本当の
姿はわかりません。

❺ワーズワース
材木店だった古民家を改装し、2年前にオープン
したイタリアレストラン。地元の食材やオーナー
の実家で採れた野菜を使用した料理が楽しめ、
地元の方々にも大人気！

オーナーの篠塚光教さん。

もっと地元の人に
愛してもらえる
お店になれるよう
に工夫を重ねてい
ます。

歴史的な景観を守り伝えながら
新しいまちを育む

伝 統 重 視 の あ な た は香取市佐原

香取市は利根川沿いに位置する人口約８万人のまちで、
その中心地・佐原は、水郷のまち、祭りのまちとしても有名だ。
伝統的な建造物が豊富に残り、心癒やされる景観が広がっている。

佐藤 健太良氏
さとう・けんたろう

NPO法人 小野川と佐原の町並みを考える会 
事務局長

案内人

古
い
ま
ち
並
み
こ
そ
が

佐
原
の
財
産

　

東
京
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
路
線
を
乗

り
継
ぐ
こ
と
約
２
時
間
。
利
根
川

水
系
の
商
業
都
市
と
し
て
栄
え
た

佐
原
は
、
東
京
近
郊
の
人
に
と
っ

て
、人
気
の
日
帰
り
旅
行
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
る
。「
祭
り
の
ま
ち
」

と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
年
２
回

の
祭
り
（
夏
祭
り
、
秋
祭
り
）
は
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、「
関
東
三
大
山だ

し車

祭
り
」
と
し
て
知
ら
れ
る
山
車
が

佐
原
囃ば

や
し子

の
音
色
と
と
も
に
、
柳

が
揺
れ
る
小
野
川
沿
い
の
古
い
ま

ち
並
み
を
彩
る
。

　

そ
ん
な
情
緒
溢
れ
る
ま
ち
並
み

は
、
１
９
９
６
年
、
関
東
で
初
め

て
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
と
し
て
選
定
。
以
来
、
佐
原
の

ま
ち
並
み
は
「
行
っ
て
み
た
い
ま

ち
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
と
し

て
、
人
を
惹
き
つ
け
て
い
る
。

佐
原
の
ま
ち
並
み
を
支
え
る

様
々
な
市
民
活
動

　

し
か
し
、
ま
ち
の
賑
わ
い
や
伝

統
的
な
建
造
物
は
、
戦
後
一
貫
し

て
守
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

１
９
７
０
年
代
以
降
は
、
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
や
成
田
空

港
の
開
設
な
ど
に
よ
り
、
ま
ち
の

活
気
が
徐
々
に
衰
退
。
伝
統
的
な

建
造
物
を
近
代
的
な
建
物
に
改
築

す
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
た
。

　

そ
の
流
れ
を
食
い
止
め
る
転
機

❹東
とうくん

薫酒造
文政8（1825）年創業の酒蔵で、見学が可能。大吟醸
「叶（かのう）」は全国新酒鑑評会で金賞を13回受賞した。
観光部長の石毛麻理さんは佐原おかみさん会のお一人。
写真提供（右）：東薫酒造
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❶JR佐原駅
2011年、佐原駅は小野川沿いに軒を連ねる古い町屋をイメージした
駅に変身。

佐原駅前商店街の再生を目指すま
ちおこし会社「ゼットやっぺい社」
代表取締役の伊能久敬さん。

❷まちの駅 わいわい食彩館
佐原駅前商店街の空きパチンコ店を「まちの
駅 わいわい食彩館」として再利用。地元住民
に愛される食事処に生まれ変わった。

❸亀村本店
砂糖の販売で知られている亀村本店
（屋号は大和屋）の11代目、通称「亀じい」
は、水郷あやめの品種改良の名人。

❻正上
天保3（1832）年に築造された「いかだ焼き本舗 正上」
は、江戸商家づくりがそのまま今に残っている。秘伝
のタレでつくられたすずめ焼き（佃煮）は絶品。

❼正文堂書店
明治13（1880）年築の書店。
東日本大震災で大きな被害を
受けたが、現在は修復が進み、
江戸瓦も復元された。

❽小野川観光遊覧船
佐原のまちおこし会社「ぶれきめら」の事業のひとつで、船からの
風景は一見の価値あり。同社が営む駐車場の敷地内にある無料
休憩所では、オリジナルのしょうゆ味ジェラートも味わえる。

❾樋
とよ

橋
江戸時代前期には対岸の水田に水を送る樋であったことを今に伝える樋橋。
30分おきに、橋の下につけられている樋から水が流れ落ち「じゃあじゃあ」
と音を立てることから、通称「じゃあじゃあ橋」と呼ばれている。

11佐原の大祭
国の重要無形民俗文化財
に指定されている佐原の
祭りは年2回。夏祭り（八
坂神社）と秋祭り（諏訪神社）
がある。

福新呉服店（創業文化元［1804］年）は、蔵で見つ
かったお宝の数々を店内で展示している。佐原
おかみさん会は、自慢のお宝を各店舗で展示し、
まち全体を「博物館」にする「佐原まちぐるみ博
物館」の活動に取り組んでおり、福新呉服店は
その第1号。現在佐原全体で41カ所ある。

10福新呉服店
若おかみの平塚智子さん。

実際に活動してみな
ければ、まちの本当の
姿はわかりません。

❺ワーズワース
材木店だった古民家を改装し、2年前にオープン
したイタリアレストラン。地元の食材やオーナー
の実家で採れた野菜を使用した料理が楽しめ、
地元の方々にも大人気！

オーナーの篠塚光教さん。

もっと地元の人に
愛してもらえる
お店になれるよう
に工夫を重ねてい
ます。

歴史的な景観を守り伝えながら
新しいまちを育む

伝 統 重 視 の あ な た は香取市佐原

香取市は利根川沿いに位置する人口約８万人のまちで、
その中心地・佐原は、水郷のまち、祭りのまちとしても有名だ。
伝統的な建造物が豊富に残り、心癒やされる景観が広がっている。

佐藤 健太良氏
さとう・けんたろう

NPO法人 小野川と佐原の町並みを考える会 
事務局長

案内人

古
い
ま
ち
並
み
こ
そ
が

佐
原
の
財
産

　

東
京
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
路
線
を
乗

り
継
ぐ
こ
と
約
２
時
間
。
利
根
川

水
系
の
商
業
都
市
と
し
て
栄
え
た

佐
原
は
、
東
京
近
郊
の
人
に
と
っ

て
、人
気
の
日
帰
り
旅
行
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
る
。「
祭
り
の
ま
ち
」

と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
年
２
回

の
祭
り
（
夏
祭
り
、
秋
祭
り
）
は
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、「
関
東
三
大
山だ

し車

祭
り
」
と
し
て
知
ら
れ
る
山
車
が

佐
原
囃ば

や
し子
の
音
色
と
と
も
に
、
柳

が
揺
れ
る
小
野
川
沿
い
の
古
い
ま

ち
並
み
を
彩
る
。

　

そ
ん
な
情
緒
溢
れ
る
ま
ち
並
み

は
、
１
９
９
６
年
、
関
東
で
初
め

て
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
と
し
て
選
定
。
以
来
、
佐
原
の

ま
ち
並
み
は
「
行
っ
て
み
た
い
ま

ち
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
と
し

て
、
人
を
惹
き
つ
け
て
い
る
。

佐
原
の
ま
ち
並
み
を
支
え
る

様
々
な
市
民
活
動

　

し
か
し
、
ま
ち
の
賑
わ
い
や
伝

統
的
な
建
造
物
は
、
戦
後
一
貫
し

て
守
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

１
９
７
０
年
代
以
降
は
、
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
や
成
田
空

港
の
開
設
な
ど
に
よ
り
、
ま
ち
の

活
気
が
徐
々
に
衰
退
。
伝
統
的
な

建
造
物
を
近
代
的
な
建
物
に
改
築

す
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
た
。

　

そ
の
流
れ
を
食
い
止
め
る
転
機

と
な
っ
た
の
が
、
１
９
８
８
年
、

全
国
の
各
市
区
町
村
に
１
億
円
を

交
付
す
る
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
だ

っ
た
。
こ
の
資
金
を
使
用
し
て
ま

ち
並
み
を
保
存
す
る
機
運
が
一
気

に
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
、
古

い
ま
ち
並
み
の
保
存
と
そ
れ
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
小
野
川
と
佐
原
の
町

並
み
を
考
え
る
会
」
だ
。
同
会
は

地
元
住
民
に
古
い
ま
ち
並
み
の
価

値
を
説
明
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、

現
在
も
保
存
や
修
復
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の

時
に
は
、
佐
原
の
被
害
状
況
を
調

査
し
、
素
早
い
対
応
で
住
民
を
支

え
た
。
佐
原
の
案
内
人
の
佐
藤
健

太
良
氏
は
「
一
つ
ひ
と
つ
手
が
け
、

佐
原
の
古
い
ま
ち
並
み
を
守
り
続

け
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　

２
０
０
０
年
以
降
は
、
佐
原
駅

前
の
再
生
活
動
を
中
心
に
手
が
け

る
「
ゼ
ッ
ト
や
っ
ぺ
い
社
」
と
、

地
元
商
店
の
お
か
み
を
中
心
に
設

立
さ
れ
た
「
佐
原
お
か
み
さ
ん
会
」

が
活
動
を
開
始
。
前
者
は
、
佐
原

駅
を
新
し
く
し
た
り
、
廃
墟
と
な

っ
た
駅
前
パ
チ
ン
コ
店
を
「
ま
ち

の
駅 

わ
い
わ
い
食
彩
館
」
に
し
た

の
に
対
し
、
後
者
は
き
め
細
や
か

な
女
性
の
視
点
で
、
３
月
に
さ
わ

ら
ひ
な
め
ぐ
り
、
８
月
に
盆
フ
ェ

ス
タ
と
、
毎
月
季
節
感
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
の
佐
原
は
、
こ
れ
ら
の
組

織
が
互
い
に
連
携
し
て
ま
ち
お
こ

し
を
進
め
て
い
る
。

　当会が発足した当初、現状のままで価値ある建物は、小野川と香
取街道沿いに数軒だけでした。そこでまず、地元住民の皆さんに、
古い家屋を修理すれば古いまち並みを復元でき、建物の価値も高
められることを理解してもらうところから始めました。
　当会では、一軒一軒の建物調査も実施しました。よい状態のま
ま残されている建物を「A」、一部改造すれば元に戻せる建物を「B」、
すべて改造されてしまったが、景観の邪魔にならない建物を「C」、
景観を阻害している建物を「D」に分類し、地図上に印を付けていく
のです。完成した地図を見ると、「A」「B」の建物が当初の想定以上
に多いことがわかりました。この結果に対し、まち並み保存に関
する地区同意が92%の住民から得られました。
　地元の皆さんが、自身で地区の計画を考え、立案し、まち並み保
存計画書をつくるまち並み保存活動が活発になったのはそれから
です。現在は50店舗が再生し、経済的効果を上げています。
　今後少子高齢化が進み、将来空き家も出てきますから、どうやっ
てこのまち並みを維持するかが課題になりつつあります。今後は、
所有者に代わって建物を保存・修理するといった活動にも取り組
み、佐原の財産を守り続けたいと思います。

地元住民と協働して
古いまち並みを保存

Sawa ra｜Voi ce

髙橋 賢一氏
たかはし・けんいち
NPO法人 小野川と佐原の
町並みを考える会
理事長

道に対して橋が
直角にかかって
いませんが、これ
こそが当時の樋
の名残なのです。

❹東
とうくん

薫酒造
文政8（1825）年創業の酒蔵で、見学が可能。大吟醸
「叶（かのう）」は全国新酒鑑評会で金賞を13回受賞した。
観光部長の石毛麻理さんは佐原おかみさん会のお一人。
写真提供（右）：東薫酒造

写真提供：圓城寺達雄氏

写真提供：
いかだ焼本舗 正上
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自
分
ら
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

楽
し
め
る
ま
ち

　

温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
里
海
・

里
山
が
広
が
る
い
す
み
市
は
、東
京

駅
か
ら
電
車
で
約
２
時
間
。
東
京

湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
使
え
ば
、車
で

約
１
時
間
半
と
さ
ら
に
短
く
、
東

京
近
郊
の
住
民
に
は
、
休
暇
で
気

軽
に
行
け
る
、
都
会
に
近
い
田
舎

と
し
て
人
気
を
博
し
て
い
る
。
し

か
し
近
年
は
、
年
々
人
口
が
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
い
す
み
市
の
住
民
を

増
や
し
、
ま
ち
を
活
性
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
市
民
団
体
が
い

く
つ
か
誕
生
し
た
。
２
０
０
８
年

に
設
立
さ
れ
た
N
P
O
法
人「
い
す

み
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❶髙秀牧場
牛の排泄物などの資源を
再利用し、循環する「循
環型酪農」に取り組む。
2012年からはチーズの
販売も開始した。ネット
販売されているブルーチ
ーズは待たないと買えな
いほどの人気商品！

❷いすみライフマーケット
いすみライフスタイル研究所が毎
月第2日曜日に千町（ちまち）保育所
跡地で開催するフリーマーケット。
いすみ市在住者がつくった魅力あ
る商品が多数集まる。
写真提供：いすみライフスタイル研究所

❸いすみ鉄道
車体にムーミンのイラスト
が描かれた「ムーミン列車」
が走る鉄道。いすみ市の活
性化に一役買っている。楽
しいイベントや季節ごとの
自然を満喫できる。

❹Brown's Field
カフェ&コテージ。カフェで出す料理には、先人
の知恵をヒントに、自作の野菜や米、地元の食材
を多く使用している。1週間まるごとスローライ
フを楽しめる宿泊体験も可能。

❻いすみ自然エネルギー推進協議会
再生可能エネルギーの事業化を推進する団体と
して設立された。まず、ソーラーシェアリング
方式※の発電システムの設置を目指して活動中。
（写真は、建設予定地のブルーベリー農園）

※耕作地を維持しながら、その上空で発電する方式
写真提供：いすみ自然エネルギー推進協議会

豊かな自然に囲まれたなかで
アウトドアウェディングも可能。
写真提供：Brown’ s Field

屋根の上には、地元の造形作家が製作した
まちおこしオブジェが飾られている。
完成度の高さに本物と間違えてしまいそう。

❺つけむすび
「食によるまちおこし」を目指し、同研究所の
メンバーも参加して開発された。そばづくり
も体験できるそば店「手打ちそば ひらが」で
堪能できる。

オーナーの
髙橋憲二さん。

循環型酪農を始めた
当初は、周囲に誤解さ
れましたが、今は多く
の方に理解され、逆に
注目されています。

食とエネルギーの自給を目指し、
人のつながりを大切にする

の ん び り 派 の あ な た は いすみ市

いすみ市は、太平洋に面した人口約４万人のまちで、
サーファーの人気スポットのひとつ。
のどかな田園風景が広がり、まさに「都心に一番近いふるさと」といえる。

三星 千絵氏
みつほし・ちえ

NPO法人 いすみライフスタイル研究所
スタッフ
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豊かな農海産物に恵まれた、
のんびり気質の地域

　千葉県は、地理的・文化的観点から
複数のエリアに分けられます。例えば、
高度成長期以降に東京のベッドタウン
として発展してきた、千葉市より西側
のエリア、江戸への物流拠点として栄
えた、香取市を中心とする利根川水系
エリア、広い平野があり、漁業と農業
を両立させてきた九十九里エリア、黒
潮の恵みとともに生き、漁師文化を育
んできた外房エリア、ノリや貝などの
養殖を手がける東京湾側の内房エリア
などです。
　県全体で見た場合、千葉は気候が温
暖で、豊かな農海産物に恵まれ、沖縄
から千葉へと連なる黒潮文化圏に属し
ます。また、江戸という大消費地に隣
接していたため、古くから江戸を中心
とする経済圏に組み込まれていました。
そのため、「食いはぐれる」ことがなく、
のんびりとした県民気質が育まれてき
たのではないかと思います。

地元の人々と共同で
進めるまちづくり

　そうした県民気質や風土に惹かれ、
千葉大学に赴任して以降、地元の人々
とともにいくつものまちづくり活動に
取り組んできました。
　例えば、市川市行徳地区では、地元
の土木・建設業者やまちづくりの会と
一緒に「行徳小

こ ぶ し ん ぐ み

普請組」を組織し、行徳
地区に残る伝統的な建物の修復、建て

替えからまちづくりに関することまで、
住民からの相談に気軽に応じるまちづ
くりドクターの活動に取り組みました。
また、千葉市では15年前から毎年秋
に、市民作家の作品展示やジャズ演奏
などを千葉駅前大通りで行うイベント
「パラソルギャラリー」を開催してい
ます。
　パラソルギャラリーは、2010年に
行政の補助金が打ち切られましたが、
市民自らお金を出す形に切り替えるこ
とで現在も継続しています。これは、
市民が自分たちで実行・運営するまち
づくり活動の成功例だと思います。

住民が地元をもっと楽しめば
地域の魅力が増す

　現在の千葉県には、東京を意識して
いる地区が多いように感じます。しか
し、千葉県には、人と関わってきた里
山・里海がありますし、豊かな生活文
化もあります。それらを地元住民がも
っと楽しめば、その地域の魅力が増し、
定住者や外部からの訪問者も増えて、
地元住民の元気につながるはずです。
　千葉県では例えば、いすみ鉄道のよ
うなローカル線でのんびりと列車を待
ったり、鴨川市内の棚田で日帰り田ん
ぼづくりにいそしんだりといった楽し
みを味わえます。あまり便利になりす
ぎず、東京に近い場所でスローライフ
を送れる─それが、千葉県を今後も
っと住みたいまち、住みやすいまちに
変えるキーワードになるのではないで
しょうか。
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千葉県の魅力は
豊かな生活文化
と里山・里海

北原 理雄氏
きたはら・としお
千葉大学 名誉教授

1947年横浜市生まれ。1977年東京
大学大学院工学系研究科博士課程修了。
工学博士。名古屋大学助手、三重大学助
教授を経て、1990年に千葉大学教授
に就任。2013年より現職。
著書に『公共空間の活用と賑わいまち
づくり』（共著、学芸出版社）、『都市の個性
と市民生活─都市の再生を考える3─』
（共著、岩波書店）などがある。

2008年に実施されたパラソルギャラリー。現在は市民有志と千葉大学の学生
が実行委員となり、名実ともに「市民の市民による市民のためのパラソルギャラ
リー」として運営されている。

写真提供：北原理雄氏（2点とも）
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❷いすみライフマーケット
いすみライフスタイル研究所が毎
月第2日曜日に千町（ちまち）保育所
跡地で開催するフリーマーケット。
いすみ市在住者がつくった魅力あ
る商品が多数集まる。
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が描かれた「ムーミン列車」
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自然を満喫できる。

❹Brown's Field
カフェ&コテージ。カフェで出す料理には、先人
の知恵をヒントに、自作の野菜や米、地元の食材
を多く使用している。1週間まるごとスローライ
フを楽しめる宿泊体験も可能。

❻いすみ自然エネルギー推進協議会
再生可能エネルギーの事業化を推進する団体と
して設立された。まず、ソーラーシェアリング
方式※の発電システムの設置を目指して活動中。
（写真は、建設予定地のブルーベリー農園）

※耕作地を維持しながら、その上空で発電する方式
写真提供：いすみ自然エネルギー推進協議会

豊かな自然に囲まれたなかで
アウトドアウェディングも可能。
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屋根の上には、地元の造形作家が製作した
まちおこしオブジェが飾られている。
完成度の高さに本物と間違えてしまいそう。

❺つけむすび
「食によるまちおこし」を目指し、同研究所の
メンバーも参加して開発された。そばづくり
も体験できるそば店「手打ちそば ひらが」で
堪能できる。
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れましたが、今は多く
の方に理解され、逆に
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食とエネルギーの自給を目指し、
人のつながりを大切にする
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いすみ市は、太平洋に面した人口約４万人のまちで、
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行徳小普請組、てらまち会※、千葉大学が協力して2006年に行った「行と～く」。
2006年の「行と～く」はまち歩きとワークショップを実施した。
※行徳地区の寺町周辺の景観まちづくり活動を推進している団体



東芝エレベータは、エレベーター・エスカレーターだけでなく、
ビル・マンションなどの設備に関する最適なシステム、さらには省エネ・
セキュリティを考慮したトータルソリューション提案にも注力しています。

ユ ー ザ ー 訪 問
東
日
本
大
震
災
後
、

防
災
対
策
を
全
面
見
直
し
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。
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「
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し
、
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、
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す
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も
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住所： 千葉県市川市塩焼4-2-4

施設： 鉄筋コンクリート造、地上７階建て、全57戸、敷地面積2,060.17㎡
 専有床面積63.09～80.39㎡、竣工2014年1月

概要： リチウムイオン蓄電システムを採用した新築マンション。平常時の昼間は、太陽光発電を
用いて優先的にシステムに蓄電し、一定以上の電力蓄電時にはエレベーターに使われる。
停電時の備えと平常時の省エネを両立した、安全・安心設計のマンションだ。

安心・安全への備え、
い か が で す か？
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蓄電システムを導入
2014年1月、株式会社大京が手がけるライオンズ市川妙典が千葉県市川市
で竣工し、業界初（※）となる、停電時でもエレベーターを通常速度で運行
でき、さらにエレベーター運行時には、各階のエレベーターホールに設置
された蓄電池の残量計で残量を確認できるリチウムイオン蓄電システム
が同マンションで稼働を開始した。東芝エレベータと共同開発したシス
テムで、停電時でもエレベーターを10時間程度通常速度で運行させるこ
とが可能だ。
今回は、このシステムを開発した経緯、特長などについてレポートする。
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※エレベーター業界初（東芝エレベータ調べ）
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東芝エレベータは、エレベーター・エスカレーターだけでなく、
ビル・マンションなどの設備に関する最適なシステム、さらには省エネ・
セキュリティを考慮したトータルソリューション提案にも注力しています。

ユ ー ザ ー 訪 問
東
日
本
大
震
災
後
、

防
災
対
策
を
全
面
見
直
し

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
震
直

後
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
計
画

停
電
に
よ
っ
て
も
電
力
の
供
給
が

不
安
定
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

電
力
の
供
給
が
な
い
停
電
時
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
停
止
し
、
利
用
で

き
な
く
な
る
不
便
さ
を
多
く
の
方

が
実
感
し
た
。

　
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
」
の
ブ
ラ
ン
ド

名
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
供
給
実
績

6
8
7
7
棟
37
万
戸
を
誇
る
株
式

会
社
大
京
は
、
震
災
後
に
マ
ン
シ

ョ
ン
住
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
被

災
地
支
援
を
通
じ
て
、
防
災
サ
イ

ク
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ラ
イ
オ
ン
ズ

セ
ー
フ
テ
ィ
ア
ク
シ
ョ
ン
」と
、
省

エ
ネ
や
環
境
保
全
の
た
め
の「
ラ

イ
オ
ン
ズ
プ
ラ
ス
エ
コ
」
と
い
う

２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ

せ
た
。
同
社
の
建
設
統
括
部 

商
品

企
画
室 

担
当
副
部
長
で
あ
る
北
宿

仁
嗣
氏
は
こ
う
語
る
。

　
「
大
震
災
後
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
防

災
拠
点
に
な
る
こ
と
を
改
め
て
痛

感
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
震
災
後
、

以
前
か
ら
備
え
て
い
た
防
災
備
蓄

庫
の
中
身
を
刷
新
す
る
と
と
も
に
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
基
地
局
を
設
置
し
、
停
電

時
で
も
発
電
機
を
使
っ
て
外
部
と

通
信
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
は
管
理
人
室
内
に
設

置
し
て
い
た
管
理
人
用
ト
イ
レ

を
マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
に
設
置
し
、

非
常
用
と
し
て
居
住
者
ど
な
た
で

も
使
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

10
階
建
て
、50
戸
以
上
の
新
築
物
件

に
非
常
用
発
電
装
置
を
導
入

　

2
0
1
2
年
に
は
、
各
部
屋
に

備
え
る
防
災
備
蓄
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ

「
ラ
イ
フ
テ
ィ
キ
ッ
ト
」
を
開
発
。

安
否
確
認
の
情
報
な
ど
を
玄
関
ド

ア
に
貼
れ
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
や
ダ
イ

ナ
モ
ラ
イ
ト
、
携
帯
用
ト
イ
レ
な

ど
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
収
め
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
。
同
社
建
設
統
括
部 

商
品
企
画
室 

担
当
副
部
長
の
中
山

雄
生
氏
は
、
被
災
地
の
支
援
の
な

か
か
ら
学
ん
で
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
始
め
た
と
い
う
。

　
「
当
社
の
社
員
が
実
際
に
現
地

で
支
援
し
、
そ
の
体
験
を
も
と
に

備
品
を
見
直
し
ま
し
た
。
ま
た
、

停
電
時
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
動
か

せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
感
じ
ま
し
た
」

　

同
社
は
2
0
1
1
年
7
月
以
降

に
着
工
す
る
10
階
建
て
、
50
戸
以

上
の
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
に
、
重
油

や
軽
油
を
燃
料
と
す
る
非
常
用
発

電
装
置
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
停
電
時
に
も
10
時
間
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
稼
働
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
「
し
か
し
、
発
電
機
は
、
半
年
に

１
回
作
動
さ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る

な
ど
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
と

費
用
が
か
か
り
ま
す
し
、
非
常
時

し
か
使
え
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん
か
ら

使
え
て
、非
常
時
に
も
役
立
つ
発
電

装
置
を
模
索
し
ま
し
た
。
そ
の
点
、

共
同
開
発
す
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

蓄
電
シ
ス
テ
ム
に
搭
載
さ
れ
る
東

芝
製
二
次
電
池「
Ｓ
Ｃ
ｉ
Ｂ
T
M
」は
、

長
寿
命
で
10
年
間
使
い
続
け
ら
れ

る
点
と
、
定
期
点
検
が
い
ら
な
い

点
に
魅
力
を
感
じ
た
」
と
中
山
氏

は
い
う
。

　

当
初
は
ガ
ス
を
使
っ
た
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
検
討

し
た
。
し
か
し
、
非
常
時
し
か
使

え
ず
、
同
社
は
最
終
的
に
蓄
電
池

に
た
ど
り
着
い
た
の
だ
。

　
「
平
常
時
に
も
使
え
る
こ
と
を

重
要
視
し
た
た
め
、
充
電
し
な
が

ら
使
用
で
き
る
蓄
電
池
に
着
目
し

た
の
で
す
。
探
し
た
と
こ
ろ
、
要
望

に
合
致
す
る
電
池
は
東
芝
製
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
北
宿
氏

は
語
る
。

　

同
社
は
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
に
相

談
し
、
東
芝
製
二
次
電
池「
Ｓ
Ｃ
ｉ

Ｂ
T
M
」を
利
用
し
た
蓄
電
シ
ス
テ

ム
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
う
し
て
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
稼
働
と
連
動
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス

テ
ム
が
完
成
。
２
０
１
２
年
11
月

に
発
表
に
こ
ぎ
着
け
た
。

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
を

利
用
し
た
シ
ス
テ
ム

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、太
陽
光
発
電

と
商
用
電
源
を
併
用
し
、リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
に
蓄
電
し
な
が
ら
、
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マンション1階のエレベーター
乗り場。ニーズに合うよう一から
設計し、各階に設置された蓄電池
残量計により、蓄電状況がリア
ルタイムでわかる。

※エレベーター業界初（東芝エレベータ調べ）

リチウムイオン蓄電システムの本体。平常時は夜間でも、停電
時に備えて蓄電残量が50%を切らないようにする等、様々な
制御が可能。蓄電量はモニターで一目瞭然。

シ ス テ ム 概 念 図

平常時、停電時ともに
蓄電池からエレベーターへ
電力供給

太陽光発電で
優先的に充電

太陽光パネル

リチウムイオン
蓄電システム

非 常 時 稼 働 設 備

バックアップ充電

商用電源

手動切り替え

給水ポンプ 機械式駐車場

エレベーター
【停電時も、通常速度で運行】

管理人室に設置
された設備切替盤

有事の際、前面に
並ぶボタンを操作
して切り替え



エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
電
力
を
供
給
す

る
。
晴
天
時
に
は
、
ほ
ぼ
太
陽
光

パ
ネ
ル
に
よ
る
蓄
電
量
だ
け
で
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
動
か
せ
る
の
で
、
省

エ
ネ
に
も
役
立
つ
。
ま
た
、
停
電

時
に
は
、
蓄
電
池
だ
け
で
約
10
時

間
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
通
常
速
度

で
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
必
要

に
応
じ
て
、
給
水
ポ
ン
プ
や
機
械

式
駐
車
場
の
電
源
に
手
動
で
切
り

替
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム

の
導
入
先
を
順
次
拡
大

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
第
１
号

は
、
2
0
1
4
年
1
月
に
竣
工
し

た
ラ
イ
オ
ン
ズ
市
川
妙
典
で
あ
る
。

同
社
は
、今
年
9
月
に
竣
工
予
定
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
小
牧
グ
ラ
ン
ラ
イ
ズ（
愛

知
県
）で
は
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
2
0
1
5
年
8
月
に
竣
工

予
定
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン 

ロ
ー
レ
ル
コ
ー
ト（
神
奈
川

県
）に
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら

に
進
化
さ
せ
、
蓄
電
容
量
も
４
倍

に
し
た
も
の
を
導
入
す
る
方
針
だ

（
13
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
参
照
）。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
市
川
妙
典
は
今
年

１
月
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
が
、
北
宿
氏
は「
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
ホ
ー
ル
に
蓄
電
池
の
残
量
計
が

あ
り
、
入
居
者
の
方
々
に
も
節
電

状
況
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
と
思

い
ま
す
」と
語
る
。

　

大
京
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
セ
ー
フ
テ

ィ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て「
つ
く

る
」「
守
る
」「
つ
な
ぐ
」
の
サ
イ

ク
ル
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
災
害
に
強
い
マ
ン
シ
ョ

ン
を
つ
く
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
、

居
住
者
の
声
を
活
か
し
た
防
災
対

策
か
ら
、
居
住
者
の
自
助
・
共
助
の

支
援
ま
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
者

と
し
て
提
供
す
る
べ
き
と
い
う
考

え
だ
。

　

今
後
、
居
住
者
の
た
め
の
防
災

と
省
エ
ネ
の
観
点
で
考
え
れ
ば
、

ふ
だ
ん
か
ら
利
用
で
き
る
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
は
早
期

に
普
及
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
よ
り
安
心
で
省
エ
ネ
に

メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら

加
藤 

公
継
　
か
と
う
・
き
み
つ
ぐ

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

東
京
支
社

営
業
第
二
部 

営
業
第
一
担
当

部
長
代
理

　

２
０
１
１
年
５
月
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

東
京
支
社
の
加
藤
宛
に
大
京
様
か
ら
意
外

な
連
絡
が
入
っ
た
。
そ
れ
は
、
停
電
し
て

も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
動
か
せ
る
よ
う
に
、

蓄
電
池
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て

ほ
し
い
と
い
う
依
頼
だ
っ
た
。

　
「
蓄
電
池
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
の
門

外
漢
で
し
た
が
、
東
芝
グ
ル
ー
プ
の
製
品

が
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。
高
性
能
な
二
次

電
池「
Ｓ
Ｃ
ｉ
Ｂ
T
M
」を
販
売
し
て
い
た
ほ

か
、
事
業
領
域
が
幅
広
い
た
め
、
大
京
様

の
ご
希
望
を
満
た
す
シ
ス
テ
ム
を
ご
提
供

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で

す
」（
加
藤
）

　

当
初
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の「
Ｓ
Ｃ
ｉ

Ｂ
T
M
」
適
用
は
商
品
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

実
用
化
に
向
け
た
議
論
が
始
ま
っ
た
。

　
「
Ｓ
Ｃ
ｉ
Ｂ
T
M
」は
画
期
的
な
二
次
電

池
で
あ
る
。
新
材
料
の
採
用
な
ど
に
よ
り

長
寿
命
性
能
を
実
現
し
、
1
万
回
の
放
充

電
後
も
80
％
以
上
の
容
量
を
維
持
で
き

る
。
さ
ら
に
、
衝
撃
を
与
え
て
も
熱
暴
走

を
起
こ
さ
な
い
安
全
性
と
、
大
電
流
を
瞬

時
に
出
し
入
れ
で
き
る
高
入
出
力
性
能
も

備
え
て
い
る
。
大
京
様
向
け
の
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
は
、こ
の「
Ｓ
Ｃ
ｉ

Ｂ
T
M
」を
搭
載
し
て
い
る
。

　
「
今
回
大
京
様
と
共
同
開
発
し
た
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
は
高
容
量
・

高
出
力
の
た
め
、
停
電
時
で
も
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
通
常
速
度
で
運
行
で
き
、
さ
ら
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
運
行
時
に
は
、
各
階
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
た
蓄

電
池
の
残
量
計
で
残
量
を
確
認
で
き
ま
す

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
業
界
初
、弊
社
調
べ
）」（
加
藤
）

　

と
は
い
え
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
電
池
と

つ
な
げ
ば
す
ぐ
に
動
く
ほ
ど
単
純
で
は
な

い
。
自
社
の
技
術
部
門
と
連
携
し
て
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
２
０
１
４
年
１
月
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
市
川
妙
典
に
製
品
を
納
入
し

た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
市

川
妙
典
に
続
く
導
入
先
も
順
調
に
決
ま
っ

て
い
る
。「
よ
り
多
く
の
方
に
、
停
電
時
の

安
心
・
快
適
と
、平
常
時
の
高
い
省
エ
ネ
性

能
を
お
届
け
し
た
い
」と
加
藤
の
期
待
は

広
が
る
。

大友 敏裕 おおとも・としひろ
東芝エレベータ
ビルソリューション事業本部
ビルソリューション技術部
東日本エンジニアリングセンター

打ち合わせから施工まで担当し
た思い出深い物件です。システム
設置時には、エレベーターの作動
中にブレーカーを切り、蓄電池で
正常に稼働を続けるか、何度も
試験し、安全と安心を追求しま
した。

屋上に設置された太陽光パネル
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
電
力
を
供
給
す

る
。
晴
天
時
に
は
、
ほ
ぼ
太
陽
光

パ
ネ
ル
に
よ
る
蓄
電
量
だ
け
で
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
動
か
せ
る
の
で
、
省

エ
ネ
に
も
役
立
つ
。
ま
た
、
停
電

時
に
は
、
蓄
電
池
だ
け
で
約
10
時

間
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
通
常
速
度

で
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
必
要

に
応
じ
て
、
給
水
ポ
ン
プ
や
機
械

式
駐
車
場
の
電
源
に
手
動
で
切
り

替
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム

の
導
入
先
を
順
次
拡
大

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
第
１
号

は
、
2
0
1
4
年
1
月
に
竣
工
し

た
ラ
イ
オ
ン
ズ
市
川
妙
典
で
あ
る
。

同
社
は
、今
年
9
月
に
竣
工
予
定
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
小
牧
グ
ラ
ン
ラ
イ
ズ（
愛

知
県
）で
は
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
2
0
1
5
年
8
月
に
竣
工

予
定
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン 

ロ
ー
レ
ル
コ
ー
ト（
神
奈
川

県
）に
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら

に
進
化
さ
せ
、
蓄
電
容
量
も
４
倍

に
し
た
も
の
を
導
入
す
る
方
針
だ

（
13
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
参
照
）。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
市
川
妙
典
は
今
年

１
月
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
が
、
北
宿
氏
は「
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
ホ
ー
ル
に
蓄
電
池
の
残
量
計
が

あ
り
、
入
居
者
の
方
々
に
も
節
電

状
況
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
と
思

い
ま
す
」と
語
る
。

　

大
京
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
セ
ー
フ
テ

ィ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て「
つ
く

る
」「
守
る
」「
つ
な
ぐ
」
の
サ
イ

ク
ル
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
災
害
に
強
い
マ
ン
シ
ョ

ン
を
つ
く
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
、

居
住
者
の
声
を
活
か
し
た
防
災
対

策
か
ら
、
居
住
者
の
自
助
・
共
助
の

支
援
ま
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
者

と
し
て
提
供
す
る
べ
き
と
い
う
考

え
だ
。

　

今
後
、
居
住
者
の
た
め
の
防
災

と
省
エ
ネ
の
観
点
で
考
え
れ
ば
、

ふ
だ
ん
か
ら
利
用
で
き
る
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
は
早
期

に
普
及
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
よ
り
安
心
で
省
エ
ネ
に

メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら

加
藤 

公
継
　
か
と
う
・
き
み
つ
ぐ

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

東
京
支
社

営
業
第
二
部 

営
業
第
一
担
当

部
長
代
理

　

２
０
１
１
年
５
月
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

東
京
支
社
の
加
藤
宛
に
大
京
様
か
ら
意
外

な
連
絡
が
入
っ
た
。
そ
れ
は
、
停
電
し
て

も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
動
か
せ
る
よ
う
に
、

蓄
電
池
を
使
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て

ほ
し
い
と
い
う
依
頼
だ
っ
た
。

　
「
蓄
電
池
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
の
門

外
漢
で
し
た
が
、
東
芝
グ
ル
ー
プ
の
製
品

が
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。
高
性
能
な
二
次

電
池「
Ｓ
Ｃ
ｉ
Ｂ
T
M
」を
販
売
し
て
い
た
ほ

か
、
事
業
領
域
が
幅
広
い
た
め
、
大
京
様

の
ご
希
望
を
満
た
す
シ
ス
テ
ム
を
ご
提
供

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で

す
」（
加
藤
）

　

当
初
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の「
Ｓ
Ｃ
ｉ

Ｂ
T
M
」
適
用
は
商
品
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

実
用
化
に
向
け
た
議
論
が
始
ま
っ
た
。

　
「
Ｓ
Ｃ
ｉ
Ｂ
T
M
」は
画
期
的
な
二
次
電

池
で
あ
る
。
新
材
料
の
採
用
な
ど
に
よ
り

長
寿
命
性
能
を
実
現
し
、
1
万
回
の
放
充

電
後
も
80
％
以
上
の
容
量
を
維
持
で
き

る
。
さ
ら
に
、
衝
撃
を
与
え
て
も
熱
暴
走

を
起
こ
さ
な
い
安
全
性
と
、
大
電
流
を
瞬

時
に
出
し
入
れ
で
き
る
高
入
出
力
性
能
も

備
え
て
い
る
。
大
京
様
向
け
の
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
は
、こ
の「
Ｓ
Ｃ
ｉ

Ｂ
T
M
」を
搭
載
し
て
い
る
。

　
「
今
回
大
京
様
と
共
同
開
発
し
た
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
は
高
容
量
・

高
出
力
の
た
め
、
停
電
時
で
も
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
通
常
速
度
で
運
行
で
き
、
さ
ら
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
運
行
時
に
は
、
各
階
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
た
蓄

電
池
の
残
量
計
で
残
量
を
確
認
で
き
ま
す

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
業
界
初
、弊
社
調
べ
）」（
加
藤
）

　

と
は
い
え
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
電
池
と

つ
な
げ
ば
す
ぐ
に
動
く
ほ
ど
単
純
で
は
な

い
。
自
社
の
技
術
部
門
と
連
携
し
て
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
２
０
１
４
年
１
月
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
市
川
妙
典
に
製
品
を
納
入
し

た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
市

川
妙
典
に
続
く
導
入
先
も
順
調
に
決
ま
っ

て
い
る
。「
よ
り
多
く
の
方
に
、
停
電
時
の

安
心
・
快
適
と
、平
常
時
の
高
い
省
エ
ネ
性

能
を
お
届
け
し
た
い
」と
加
藤
の
期
待
は

広
が
る
。

蓄
電
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

マ
ン
シ
ョ
ン
を
防
災
拠
点
に

専
門
家
の
声

関 

栄
二
氏
　
せ
き
・
え
い
じ

明
海
大
学 

不
動
産
学
部 

講
師

東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
、
工
学
博
士
。

既
存
建
物
の
資
産
価
値
を
高
め
る
た
め
の
研
究
に

従
事
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
非
常
時
に
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
を
防
災
拠
点
と
し
た
り
、
マ

ン
シ
ョ
ン
内
で
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
対
策
を
立
て
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

ま
す
。
水
や
食
料
な
ど
の
備
蓄
を
増
や

す
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
当
時
実
施
さ
れ

た
計
画
停
電
の
影
響
か
ら
停
電
の
リ
ス

ク
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
学
会
と
協
力
し
て

被
災
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
が
、
停
電
時

に
、
停
電
時
自
動
着
床
機
能
が
な
い
古
い

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
閉
じ
込
め
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
給
水
ポ
ン
プ
が
止
ま

り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
上
層
階
で
ト
イ
レ
が
使

え
な
い
と
い
う
問
題
や
、
機
械
式
駐
車
場

か
ら
車
の
出
し
入
れ
が
で
き
な
い
マ
ン

シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
し
た
。

　

自
家
発
電
装
置
を
導
入
し
た
マ
ン

シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
が
、
維
持
費
用
の
観

点
か
ら
撤
去
に
至
る
と
こ
ろ
も
あ
る
一

方
、
蓄
電
シ
ス
テ
ム
は
ふ
だ
ん
か
ら
電
力

と
し
て
使
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
防
災
対
策
と
し
て
、
広

く
普
及
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

リチウムイオン蓄電システムによって豊かな緑を再現
C o l u m n

クール
スポット

クール
スポット

光
創エネ&蓄エネシステム
太陽光パネルでつくられた
電力は蓄電池に蓄えられ、
敷地内の緑や水の維持管理、
一部共用設備に利用される。

水
敷地内せせらぎ計画

蓄電池の電力で井戸水を汲
み上げ、敷地内に水を巡ら
せて水景を演出する。

緑
グリーンマトリックス
敷地の約30%を緑化し、
全体を緑でつなぎ、駐車場
の壁面なども緑化した。
また、井戸水は植栽の水
やりにも利用される。

風
パッシブデザイン

クールスポットを通り抜
ける心地よい風を、その
まま住まいに取り込む。

木々からの蒸散

敷地内
井戸

蓄電池
システム

植栽への
散水

緑化面積
約30%

駐車場の
緑化

水盤からの
蒸発

木々からの
蒸発

木陰

せせらぎの蒸発風の流れ
風の流れ

駐車場壁面の
緑化

井戸水の蒸発

せせらぎの中庭
（完成予想図）

池の水から
の蒸発

駐輪場の
緑化

木々からの蒸散

ふれあいの森（完成予想図）

水盤 ホワイトガーデン 蓄電池システム せせらぎの中庭

クリスタル
ガーデン 噴水

太陽光パネル

であいの泉

ふれあいの森せせらぎ ビオトープ

蓄電池

ソーラー
パネル

さらに進化したリチウムイオン蓄電システムが導入される
ライオンズ港北ニュータウン ローレルコートのコンセプト図

（2015年8月竣工予定）

大友 敏裕 おおとも・としひろ
東芝エレベータ
ビルソリューション事業本部
ビルソリューション技術部
東日本エンジニアリングセンター

打ち合わせから施工まで担当し
た思い出深い物件です。システム
設置時には、エレベーターの作動
中にブレーカーを切り、蓄電池で
正常に稼働を続けるか、何度も
試験し、安全と安心を追求しま
した。

　

横
浜
市
都
筑
区
に
建
設
中
の「
ラ
イ

オ
ン
ズ
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン 

ロ
ー
レ
ル

コ
ー
ト
」に
は
、
さ
ら
に
進
化
し
た
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
る
予
定
だ
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン 

ロ
ー
レ
ル
コ
ー
ト
で
は
、
蓄
電
シ
ス
テ
ム

を
電
源
に
し
て
井
戸
か
ら
水
を
汲
み
上

げ
、
敷
地
内
に
水
を
巡
ら
せ
て
、
せ
せ
ら

ぎ
や
池
な
ど
の
水
景
を
演
出
す
る
。
こ

の
水
は
、植
栽
用
の
散
水
に
も
利
用
さ
れ
、

約
１
０
０
種
類
、
３
７
０
０
本
の
樹
木
が

敷
地
全
体
を
覆
い
、
ビ
オ
ト
ー
プ
、
ガ
ー

デ
ン
な
ど
が
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
。

　

蓄
電
シ
ス
テ
ム
は
豊
か
な
緑
の
維
持

だ
け
に
使
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
停

電
時
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
共
用
部
の

無
線
L
A
N
設
備
に
優
先
的
に
電
力
を

供
給
し
、
井
戸
水
は
、
飲
用
に
は
適
さ
な

い
も
の
の
ト
イ
レ
や
生
活
用
水
に
利
用

さ
れ
る
。

　

街
全
体
は
、
自
然
の
力
を
活
か
し
た

パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
で
設
計
さ
れ
て
お
り
、

散
水
か
ら
の
蒸
散
効
果
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
風
の
流
れ
を
部
屋
に
取
り
込
み
、
外

に
抜
け
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
夏
場
で
も
一
般
的
な
住
宅
よ
り

室
内
温
度
が
約
５
℃
低
く
、エ
ア
コ
ン
の

使
用
が
減
り
、
６
〜
９
月
の
4
カ
月
間
で
、

電
気
代
を
約
31
％
削
減
で
き
る
。
さ
ら
に
、

使
用
電
力
の
見
え
る
化
、
L
E
D
照
明
の

採
用
な
ど
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
を
推
進
し
、

電
力
の
一
括
受
電
に
よ
り
各
住
戸
の
電

気
代
を
約
７
%
削
減
し
た
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
が

担
う
役
割
は
、
今
や
停
電
時
へ
の
備
え

だ
け
で
な
く
、
平
常
時
の
省
エ
ネ
や
環
境

配
慮
へ
と
広
が
り
、
都
市
の
住
環
境
に

豊
か
な
緑
を
再
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

屋上に設置された太陽光パネル



小
説『
永
遠
の
0
』
ス
ト
ー
リ
ー

【
連
載
❻
】

三
浦 

雄
一
郎
さ
ん
（
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
、
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
校
長
）

本
好
き
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

　

昨
年
５
月
、
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
が
80
歳
に
し
て

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら

れ
た
。史
上
最
高
齢
の
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
も

三
浦
さ
ん
は
、
世
界
七セ

ブ

ン

サ

ミ

ッ

ト

大
陸
最
高
峰
制
覇
を
果
た
し

た
う
え
に
、
ス
キ
ー
で
滑
降
し
て
下
山
す
る
と
い
う

前
人
未
到
の
領
域
に
次
々
と
挑
み
、
成
功
を
収
め
て

き
た
。
ご
本
人
は
さ
ぞ
豪
快
な
方
だ
ろ
う
と
思
い

き
や
、
至
っ
て
も
の
腰
の
柔
ら
か
い
好こ

う
こ
う
や

々
爺
と
い
う

雰
囲
気
で
あ
る
。

　

話
を
伺
う
と
、
三
浦
さ
ん
は
大
の
本
好
き
で
あ
っ

た
。
山
に
登
る
時
は
必
ず
何
冊
も
登
山
用
リ
ュ
ッ
ク

に
詰
め
て
い
く
。
強
い
て
愛
読
書
を
挙
げ
る
と
す

れ
ば
、
開か

い
こ
う
た
け
し

高
健
と
サ
ン

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
と
の
こ
と
。

こ
の
二
人
の
作
品
は
、
山
に
持
参
し
て
は
何
度
も
読

み
返
す
。『
ベ
ト
ナ
ム
戦
記
』『
夏
の
闇
』『
オ
ー
パ
！
』

…
…
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
臨
時
特
派
員
と
し
て
戦
火

を
く
ぐ
り
抜
け
、
釣
師
と
し
て
世
界
を
巡
っ
た
開
高

健
。『
戦
う
操
縦
士
』『
人
間
の
土
地
』『
星
の
王
子
さ

ま
』
…
…
飛
行
機
乗
り
と
し
て
、
や
は
り
世
界
を
股

に
掛
け
た
サ
ン

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
。
冒
険
家
の
三
浦

さ
ん
が
こ
の
二
人
の
作
品
に
愛
着
を
持
つ
の
も
わ
か

る
気
が
す
る
。

臆お
く

病び
ょ
う

で
あ
る
こ
と
の
意
味

　

三
浦
さ
ん
の
最
近
の
お
気
に
入
り
は
、百ひ

ゃ
く
た田

尚な
お
き樹

著『
永
遠
の
０
』で
あ
る
。
小
説
を
読
ん
だ
あ
と
は

映
画
も
観
た
。
主
人
公
は
太
平
洋
戦
争
末
期
の
特
攻

隊
隊
員
で
、ゼ
ロ
戦
を
操
る
こ
と
に
か
け
て
抜
群
の

腕
を
持
つ
パ
イ
ロ
ッ
ト
宮
部
久
蔵
で
あ
る
。

　
「
僕
自
身
、
あ
と
３
、４
年
早
く
生
ま
れ
て
い
た
ら
、

も
し
か
し
た
ら
特
攻
隊
の
一
員
に
な
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
」と
三
浦
さ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
話

は
よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
迫
っ
て
く
る
の
だ
ろ

う
。
三
浦
さ
ん
は「
死
を
覚
悟
し
て
い
る
と
い
う
意

味
で
は
、
登
山
家
も
特
攻
隊
も
似
た
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
」と
も
語
る
。

　

話
は
、
現
代
と
交
差
し
な
が
ら
進
む
。
宮
部
の
孫

の
姉
弟
は
、
祖
父
が
海
軍
航
空
隊
の
な
か
で
最
も
臆

病
者
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
知
る
。彼
は
妻
に「
必

ず
戻
る
」と
約
束
を
交
わ
し
て
い
た
。
何
と
し
て
も

死
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
の
が
宮
部
の
決
意

だ
っ
た
。

　
「
こ
れ
は
小
説
で
す
か
ら
、主
人
公
は
最
後
に
、あ

る
理
由
か
ら
特
攻
隊
隊
員
の
道
を
選
び
ま
す
が
、
臆

病
者
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
山
に
登
る
時
の
僕
と
同

じ
で
す
。
僕
は
も
と
も
と
汗
か
き
で
す
し
、
凍
傷
に

も
な
り
や
す
い
。
そ
の
分
、
自
分
の
弱
さ
を
知
っ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
僕
は
必
要
以
上
に
用
心
深
い

の
で
す
。
死
ん
だ
ら
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
か
ら
」

　

こ
こ
で
い
う
臆
病
者
の
意
味
は
深
く
、
そ
の
背
後

に
は
生
き
る
こ
と
へ
の
強
い
意
志
が
あ
る
。
山
で
は
、

死
ん
だ
ら
楽
に
な
れ
る
と
い
う
誘
惑
に
何
度
も
襲
わ

れ
る
と
い
う
。
そ
れ
で
も
三
浦
さ
ん
が
無
事
に
生
還

し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
必
ず
生
き
て
戻
る
と
い
う
強

い
意
志
に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
だ
。
三
浦
さ
ん
が

主
人
公
に
人
一
倍
共
感
し
、
こ
の
物
語
に
強
く
惹
か

れ
る
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

三
浦
さ
ん
の
次
の
目
標
は
４
年
後
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
山

脈
に
あ
る
標
高
８
２
０
１
ｍ
の
山
チ
ョ・
オ
ユ
ー（
※
）

か
ら
の
ス
キ
ー
滑
降
で
あ
る
。「
目
標
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、こ
の
年
に
な
っ
て
も
元
気
で
い
ら
れ
る
の
で
す
」

と
三
浦
さ
ん
は
笑
う
。４
年
後
、
85
歳
の
三
浦
さ
ん

が
チ
ョ
・
オ
ユ
ー
か
ら
の
滑
降
を
成
し
遂
げ
、
我
々

の
前
に
そ
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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自
分
の
弱
さ
を
知
る
こ
と
が

「
生
き
る
」と
い
う
強
い
意
志
に
つ
な
が
る

　
司
法
試
験
に
失
敗
し
た
佐
伯
健
太
郎

は
、ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
タ
ー
を

目
指
し
て
い
る
姉
の
慶
子
と
と
も
に
、新

聞
社
の
終
戦
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
環
と
し

て
二
人
は
、海
軍
航
空
兵
で
神
風
特
攻
隊

の
隊
員
と
し
て
死
ん
だ
祖
父
・
宮
部
久
蔵

の
こ
と
を
調
べ
始
め
た
。

　
最
初
に
取
材
し
た
元
海
軍
少
尉
・
長
谷

川
梅
男
か
ら
、二
人
は
祖
父
が
海
軍
航
空

隊
一
の
臆
病
者
で
あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ

て
驚
く
。
宮
部
は
ど
ん
な
時
に
も
危
険

を
避
け
、無
傷
で
帰
還
し
た
と
い
う
の
だ
。

そ
の
後
も
二
人
は
、宮
部
を
知
る
人
々
の

取
材
を
続
け
、そ
の
な
か
で
、祖
父
が
天

才
的
な
操
縦
技
術
を
持
つ
パ
イ
ロ
ッ
ト

で
あ
っ
た
こ
と
、生
き
て
家
族
の
も
と
に

帰
る
と
常
に
い
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、そ

れ
ま
で
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
祖
父
の
実
像

が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
…
…
。
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文庫本：講談社（講談社文庫） 刊
※画像は単行本です。
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ョ・
オ
ユ
ー
（
英
語
：
C
h
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O
y
u
／
中
国
語
：
卓
奥
友
峰
）

中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
と
ネ
パ
ー
ル
に
ま
た
が
る
山
で
、世
界
第
6
位
の
標

高
を
誇
る
。
1
9
5
4
年
に
初
登
頂
さ
れ
た
。
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【
連
載
❻
】

三
浦 

雄
一
郎
さ
ん
（
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
、
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
校
長
）

本
好
き
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

　

昨
年
５
月
、
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
が
80
歳
に
し
て

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら

れ
た
。史
上
最
高
齢
の
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
も

三
浦
さ
ん
は
、
世
界
七セ

ブ

ン

サ

ミ

ッ

ト

大
陸
最
高
峰
制
覇
を
果
た
し

た
う
え
に
、
ス
キ
ー
で
滑
降
し
て
下
山
す
る
と
い
う

前
人
未
到
の
領
域
に
次
々
と
挑
み
、
成
功
を
収
め
て

き
た
。
ご
本
人
は
さ
ぞ
豪
快
な
方
だ
ろ
う
と
思
い

き
や
、
至
っ
て
も
の
腰
の
柔
ら
か
い
好こ

う
こ
う
や

々
爺
と
い
う

雰
囲
気
で
あ
る
。

　

話
を
伺
う
と
、
三
浦
さ
ん
は
大
の
本
好
き
で
あ
っ

た
。
山
に
登
る
時
は
必
ず
何
冊
も
登
山
用
リ
ュ
ッ
ク

に
詰
め
て
い
く
。
強
い
て
愛
読
書
を
挙
げ
る
と
す

れ
ば
、
開か

い
こ
う
た
け
し

高
健
と
サ
ン
゠
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
と
の
こ
と
。

こ
の
二
人
の
作
品
は
、
山
に
持
参
し
て
は
何
度
も
読

み
返
す
。『
ベ
ト
ナ
ム
戦
記
』『
夏
の
闇
』『
オ
ー
パ
！
』

…
…
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
臨
時
特
派
員
と
し
て
戦
火

を
く
ぐ
り
抜
け
、
釣
師
と
し
て
世
界
を
巡
っ
た
開
高

健
。『
戦
う
操
縦
士
』『
人
間
の
土
地
』『
星
の
王
子
さ

ま
』
…
…
飛
行
機
乗
り
と
し
て
、
や
は
り
世
界
を
股

に
掛
け
た
サ
ン
゠
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
。
冒
険
家
の
三
浦

さ
ん
が
こ
の
二
人
の
作
品
に
愛
着
を
持
つ
の
も
わ
か

る
気
が
す
る
。

臆お
く

病び
ょ
う

で
あ
る
こ
と
の
意
味

　

三
浦
さ
ん
の
最
近
の
お
気
に
入
り
は
、百ひ

ゃ
く
た田
尚な

お
き樹

著『
永
遠
の
０
』で
あ
る
。
小
説
を
読
ん
だ
あ
と
は

映
画
も
観
た
。
主
人
公
は
太
平
洋
戦
争
末
期
の
特
攻

隊
隊
員
で
、ゼ
ロ
戦
を
操
る
こ
と
に
か
け
て
抜
群
の

腕
を
持
つ
パ
イ
ロ
ッ
ト
宮
部
久
蔵
で
あ
る
。

　
「
僕
自
身
、
あ
と
３
、４
年
早
く
生
ま
れ
て
い
た
ら
、

も
し
か
し
た
ら
特
攻
隊
の
一
員
に
な
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
」と
三
浦
さ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
話

は
よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
迫
っ
て
く
る
の
だ
ろ

う
。
三
浦
さ
ん
は「
死
を
覚
悟
し
て
い
る
と
い
う
意

味
で
は
、
登
山
家
も
特
攻
隊
も
似
た
よ
う
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
」と
も
語
る
。

　

話
は
、
現
代
と
交
差
し
な
が
ら
進
む
。
宮
部
の
孫

の
姉
弟
は
、
祖
父
が
海
軍
航
空
隊
の
な
か
で
最
も
臆

病
者
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
を
知
る
。彼
は
妻
に「
必

ず
戻
る
」と
約
束
を
交
わ
し
て
い
た
。
何
と
し
て
も

死
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
の
が
宮
部
の
決
意

だ
っ
た
。

　
「
こ
れ
は
小
説
で
す
か
ら
、主
人
公
は
最
後
に
、あ

る
理
由
か
ら
特
攻
隊
隊
員
の
道
を
選
び
ま
す
が
、
臆

病
者
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
山
に
登
る
時
の
僕
と
同

じ
で
す
。
僕
は
も
と
も
と
汗
か
き
で
す
し
、
凍
傷
に

も
な
り
や
す
い
。
そ
の
分
、
自
分
の
弱
さ
を
知
っ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
僕
は
必
要
以
上
に
用
心
深
い

の
で
す
。
死
ん
だ
ら
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
か
ら
」

　

こ
こ
で
い
う
臆
病
者
の
意
味
は
深
く
、
そ
の
背
後

に
は
生
き
る
こ
と
へ
の
強
い
意
志
が
あ
る
。
山
で
は
、

死
ん
だ
ら
楽
に
な
れ
る
と
い
う
誘
惑
に
何
度
も
襲
わ

れ
る
と
い
う
。
そ
れ
で
も
三
浦
さ
ん
が
無
事
に
生
還

し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
必
ず
生
き
て
戻
る
と
い
う
強

い
意
志
に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
だ
。
三
浦
さ
ん
が

主
人
公
に
人
一
倍
共
感
し
、
こ
の
物
語
に
強
く
惹
か

れ
る
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

三
浦
さ
ん
の
次
の
目
標
は
４
年
後
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
山

脈
に
あ
る
標
高
８
２
０
１
ｍ
の
山
チ
ョ・
オ
ユ
ー（
※
）

か
ら
の
ス
キ
ー
滑
降
で
あ
る
。「
目
標
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、こ
の
年
に
な
っ
て
も
元
気
で
い
ら
れ
る
の
で
す
」

と
三
浦
さ
ん
は
笑
う
。４
年
後
、
85
歳
の
三
浦
さ
ん

が
チ
ョ
・
オ
ユ
ー
か
ら
の
滑
降
を
成
し
遂
げ
、
我
々

の
前
に
そ
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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自
分
の
弱
さ
を
知
る
こ
と
が

「
生
き
る
」と
い
う
強
い
意
志
に
つ
な
が
る

　
司
法
試
験
に
失
敗
し
た
佐
伯
健
太
郎

は
、ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
タ
ー
を

目
指
し
て
い
る
姉
の
慶
子
と
と
も
に
、新

聞
社
の
終
戦
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
環
と
し

て
二
人
は
、海
軍
航
空
兵
で
神
風
特
攻
隊

の
隊
員
と
し
て
死
ん
だ
祖
父
・
宮
部
久
蔵

の
こ
と
を
調
べ
始
め
た
。

　
最
初
に
取
材
し
た
元
海
軍
少
尉
・
長
谷

川
梅
男
か
ら
、二
人
は
祖
父
が
海
軍
航
空

隊
一
の
臆
病
者
で
あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ

て
驚
く
。
宮
部
は
ど
ん
な
時
に
も
危
険

を
避
け
、無
傷
で
帰
還
し
た
と
い
う
の
だ
。

そ
の
後
も
二
人
は
、宮
部
を
知
る
人
々
の

取
材
を
続
け
、そ
の
な
か
で
、祖
父
が
天

才
的
な
操
縦
技
術
を
持
つ
パ
イ
ロ
ッ
ト

で
あ
っ
た
こ
と
、生
き
て
家
族
の
も
と
に

帰
る
と
常
に
い
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、そ

れ
ま
で
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
祖
父
の
実
像

が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
…
…
。
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語
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中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
と
ネ
パ
ー
ル
に
ま
た
が
る
山
で
、世
界
第
6
位
の
標

高
を
誇
る
。
1
9
5
4
年
に
初
登
頂
さ
れ
た
。



【
益
子
町
】

ま
し
こ
ま
ち

栃
木
県
南
東
部
、
の
ど
か

な
田
園
と
里
山
が
広
が
る

人
口
２
万
４
０
０
０
人
の

町
。
Ｓ
Ｌ
で
有
名
な
真
岡

（
も
お
か
）
鐵
道
線
沿
い
に

あ
る
。
民
芸
運
動
の
拠
点

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
陶

芸
家
が
数
多
く
移
り
住
み
、

個
性
豊
か
な
窯
を
構
え
る
。

今
に
残
る
日
本
の
原
風
景

に
惹
か
れ
、
陶
芸
を
や
り

た
い
若
者
な
ど
が
移
住
し

て
き
て
い
る
。

写真提供：益子町土祭事務局

も
た
に
・
こ
う
す
け
◉
日
本
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員
。
日
本
の
全
市
町
村
を
訪
問
し
、地
域
特
性
を
多
面
的
に
把
握
。
登
壇
・
出
演
・
寄
稿
は
年
間
５
０
０
件
を
超
え
る
。
著
書
に『
里
山
資
本
主
義
』な
ど
。
最
新
の
著
書
は『
し
な
や
か
な
日
本
列
島
の
つ
く
り
か
た
』（
新
潮
社
）。

第3回

栃
木
県
芳
賀
郡
益ま

し
こ
ま
ち

子
町

　

東
京
か
ら
鉄
道
を
２
回
乗
り

換
え
て
２
時
間
余
り
。
田
園
を

ガ
タ
ゴ
ト
走
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ

ー
か
ら
降
り
る
と
、駅
前
に
は
古

び
た
町
並
み
が
。

　

で
も
歩
き
出
す
と
、
見
事
な

彫
刻
の
施
さ
れ
た
祭
り
屋
台
が

あ
ち
こ
ち
に
展
示
さ
れ
て
い
た

り
、
地
元
の
食
材
を
使
う
カ
フ

ェ
が
あ
っ
た
り
。
江
戸
時
代
創

業
の
藍
染
工
房
が
健
在
な
の
に

感
動
し
な
が
ら
歩
い
て
い
く
と
、

益ま
し
こ
や
き

子
焼
の
お
店
が
ず
ら
っ
と
並

ぶ
通
り
へ
。
そ
の
先
に
は
大
き
な

益
子
焼
窯
元
共
販
セ
ン
タ
ー
も
。

そ
う
、こ
こ
は
東
日
本
有
数
の
陶

芸
の
里
・
栃
木
県
益
子
町
で
す
。

　

近
年
、
元
気
な
住
民
た
ち
の

地
域
づ
く
り
活
動
が
ま
す
ま
す

盛
ん
に
な
っ
て
い
る
益
子
町
。

そ
の
真
髄
を
楽
し
む
機
会
が
ア

ー
ト
イ
ベ
ン
ト「
土ひ

じ

祭
」
で
し
ょ

う
。
ま
だ
生
ま
れ
た
て
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
が
、
２
０
０
９
年
の

第
１
回
、
２
０
１
１
年
の
前
・
土

祭
を
経
て
、
２
０
１
２
年
に
は

第
２
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
祭
で
は
、半
月
に
わ
た
っ
て

広
い
町
内
全
体
が
会
場
に
な
り

ま
す
。
陶
芸
や
藍
染
、
各
種
現

代
ア
ー
ト
な
ど
の
作
品
展
示
に

加
え
、
様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、地
元
産
品
を
活
か
し
た
土
祭

市
場
や
食
堂
な
ど
が
、
同
時
に

あ
ち
こ
ち
で
開
か
れ
る
の
で
す
。

土
祭
の
テ
ー
マ
は
、
益
子
の
風

土
、
先
人
の
知
恵
に
感
謝
し
、
未

来
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
す
。
陶
芸

愛
好
家
の
み
な
ら
ず
、ア
ー
ト
好

き
、
お
い
し
い
も
の
好
き
が
、
益

子
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
、首
都
圏

一
円
か
ら
大
勢
訪
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
に
始
ま
る
益

子
焼
は
、
民
芸
運
動
を
主
導
し

た
濱
田
庄
司
が
移
住
し
て
以
降
、

大
き
く
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

で
す
が
、各
作
家
が
ば
ら
ば
ら
に

作
品
を
売
る
だ
け
で
は
、地
域
全

体
の
活
性
化
に
は
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。
土
祭
は
、豊
富
な
里
山
に

恵
ま
れ
た
益
子
町
の
、風
土
や
歴

史
に
由
来
す
る
魅
力
の
す
べ
て

を
表
現
し
、町
外
の
人
々
と
の
つ

な
が
り
を
築
こ
う
と
す
る
、国
内

で
も
珍
し
い
タ
イ
プ
の
取
り
組

み
で
す
。

　

企
画
は
す
べ
て
行
政
と
町
民

が
協
働
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
る
手
づ
く
り
感
も
魅
力

で
す
。
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
、次
回
の

土
祭
を
体
感
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

首
都
圏
の
す
ぐ
横
に
残
る
原
風
景
。

地
域
文
化
を
活
か
し
て
町
を
元
気
に
！

江戸時代から続く日下田（ひげた）藍染工房では、植物を用いた灯りのインスタレーションが
（2012年／作家：川村忠晴）

大正から昭和初期の益子の暮らしの様子
を写したモノクロ写真をビルボードにして
会場内数カ所に設置（2009年～）

益子町

ふるさとの「土」の魅力を、

住民総がかりのイベントで

全国に発信 !

◎土祭の今後の開催予定
・前・土祭：2014年10月4日（土）
・第3回：2015年9月13日（日・新月）～28日（月・満月）


